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【主な研究成果】
水蒸気プロセスは、高温水蒸気と基材のアルミニウムを直接反応させることにより、アルミニウム合金上へAlO(OH)からなる二層構造の耐食性皮膜を形成させる手法である。本研究では、AlO(OH)皮膜の内層にあたる緻密層と基材との界面近傍における元素分布の解明を目的とし、水蒸気プロセスによりAlO(OH)皮膜を形成させた高純度Al-Cu, Al-MgおよびAl-Zn合金に対して、透過型電子顕微鏡（TEM）による観察を行った。
TEM観察の結果、AlO(OH)皮膜を形成させたAl-Cu合金では緻密層中にCuの分布はみられず、緻密層／基材界面においてθ相とみられるCu析出物の形成が確認された。このことから、Cuは緻密層中には取り込まれず、AlO(OH)皮膜の成長に伴って緻密層／基材界面に蓄積されていくことで皮膜の成長を阻害していることが示唆された。一方、Al-Mg合金ではAl-Cu合金の場合と異なり、緻密層中で一様にMgが検出された。一方で、結晶層中ではMgはほとんど検出されなかった。また、Al-Zn合金では緻密層中でZnの局所的な分布が見られ、これに起因すると考えられる結晶層／緻密層界面の湾曲がみられた。これはZnが酸化あるいは水酸化されて緻密層中へ取り込まれ、体積膨張した結果であると考えられる。以上の結果から、元素種ごとに緻密層／基材界面における分配挙動は異なっており、緻密層へ取り込まれるかどうかは溶質元素の酸化されやすさによって異なっていることが見出された。
【今後の展望】
本観察により緻密層中に取り込まれることが明らかになったMgおよびZnについて、緻密層中における溶質原子の存在状態を解明する。また、本観察を通して得られた二元系アルミニウム合金におけるAlO(OH)皮膜の形成および成長挙動に関する知見をもとに、Al-Mg-Si系合金やAl-Mg-Zn合金といった三元系合金についても調査を行い、緻密層／基材界面における溶質原子の濃縮挙動および析出物の形成挙動を解明する。
【具体的な成果】
　●学会発表　1件
　●獲得外部資金　1件　　など。
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